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苅田町青少年育成町民会議だより

▲第12回 ふれあい

ウォークラリー大会
スター ト時

▲第12回 ふれあい

ウォークラリー大会

表彰式の様子

第12回 ふれあい

ウォークラリー >
大会参加者

大人が変われば、子どもも変わる

■

▲田植え体験
く「作って遊ぶ工作教室」
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第13回苅■町青少年育成町民会議総会

４
月
２６
日
●
午
後
６
時

３０
分
よ
り
中
央

公
民
館
に
お
い
て
第
１３
回
町
民
会
議
総
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
行
橋
警
察
署
か
ら
遠
山
昇

少
年
課
長
、
岡
本
裕
二
係
長
、
苅
田
町
議

会
か
ら
沖
永
春
生
議
長
が
出
席
さ
れ
ま
し

た
。当

日
の
出
席
者
は
八
十
四
名
、
委
任
状

が
五
十
九
名
で
し
た
。

今
回
、
羽
廣
正
純
さ
ん

（理
事
十
年
継

続
）
と
和
田
健

一
郎
さ
ん

（理
事
八
年
退

任
）
が
表
彰
さ
れ
、
伊
塚
会
長
よ
り
感
謝

状
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
１３
年
度
の
主
な
事
業

４
月
１
日
　
健
全
育
成
ポ
ス
タ
ー
県
表
彰

（健
全
育
成
部
会
）

７
日
　
春
休
み
特
別
補
導

（補
導
環
境
部
会
）

１８
日
　
少
年
を
守
る
日
の
補
導

（補
導
環
境
部
会
）

２６
日
　
第
１３
回
総
会

（全
部
会
共
通
）

５
月
１６
日
　
少
年
を
守
る
日
の
補
導

（補
導
環
境
部
会
）

１９
日
　
港
ま
つ
り
花
火
大
会
補
導

２７
日
　
第
１２
回
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会

（健
全
育
成
部
会
）

６
月
２０
日
　
少
年
を
守
る
日
の
補
導

（補
導
環
境
部
会
）

７
月
中
　
　
青
少
年
を
非
行
か
ら
守
る
全
国
強
調
月
間

社
会
を
明
る
く
す
る
強
調
月
間

健
全
育
成
ポ
ス
タ
ー
作
品
募
集

（健
全
育
成
部
会
）

家
庭
の
日

・
オ
ア
シ
ス
運
動
作
品
募
集

（家
庭
部
会
）

７
月
２
日
～
２４
日
オ
ア
シ
ス
運
動
の

「お
は
な
し
会
」
（家
庭
部
会
）

１０
日
　
広
報
紙

「す
こ
や
か
」
第
３５
号
の
発
行

（総
務
部
会
）

１８
日
　
少
年
を
守
る
日
の
補
導

（補
導
環
境
部
会
）

２１
日
　
有
害
図
書

・
図
画
等
に
対
す
る
要
望
書
提
出

（補
導
環
境
部
会
）

２２
日
　
健
全
育
成
講
演
会

（健
全
育
成
部
会
）

少
年
非
行

・
シ
ン
ナ
ー
等
薬
物
乱
用
防
止
研
修
会

（補
導
環
境
部
会
）

少
年
を
守
る
日
の
補
導

（補
導
環
境
部
会
）

盆
踊
り
大
会
補
導

夏
休
み
特
別
補
導

月

全
国
青
少
年
健
全
育
成
強
調
月
間

伝
承
工
作
教
室

（健
全
育
成
部
会
）

家
庭
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（家
庭
部
会
）

オ
ア
シ
ス
運
動
作
品
入
選
者
発
表

健
全
育
成
ポ
ス
タ
ー
入
賞
者
表
彰
式

（健
全
育
成
部
会
）

広
報
紙

「す
こ
や
か
」
第
３６
号
発
行

（総
務
部
会
）

少
年
を
守
る
日
の
補
導

（補
導
環
境
部
会
）

部
会
合
同
研
修
会

（補
導
環
境
部
会
）

オ
ア
シ
ス
運
動

・
家
庭
の
日
看
板
設
置

（家
庭
部
会
）

少
年
を
守
る
日
の
補
導

（補
導
環
境
部
会
）

年
末
特
別
補
導

（補
導
環
境
部
会
）

大
原
八
幡
神
社

・
港
こ
ん
ぴ
ら
宮
ど
ん
ど
焼
き
補
導

（補
導
環
境
部
会
）

少
年
を
守
る
日
の
補
導

（補
導
環
境
部
会
）

白
庭
神
社
ど
ん
ど
焼
き
補
導

（補
導
環
境
部
会
）

少
年
を
守
る
日
の
補
導

（補
導
環
境
部
会
）

広
報
紙

「す
こ
や
か
」
第
３７
号
発
行

（総
務
部
会
）

少
年
を
守
る
日
の
補
導

（補
導
環
境
部
会
）

春
休
み
特
別
補
導

（補
導
環
境
部
会
）

つ
４
Ｅ
Ｌ

１２

月

（期
日
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

平
成

１３
年
度

の
重
点
目
標

１
　
町
民
の
参
加
を
推
進
す
る
中
で
地
域

・
家
庭

・
学
校
が
連
携
し

て
青
少
年
の
健
全
育
成
に
努
め
る
。

２
　
心
の
ふ
れ
あ

い
を
重
視
し

「
い
じ
め
」
問
題
を
は
じ
め
少
年
犯

罪
や
非
行
の
防
止
活
動
を
積
極
的
に
推
進
す
る
。

３
　
青
少
年
に
と

っ
て
良
好
な
環
境
づ
く
り
に
努
め
、
被
害
防
止
活

動
を
推
進
す
る
。

４
　
青
少
年
の
体
験
活
動
を
充
実
し
、
自
立

・
社
会
性
を
高
揚
す
る

健
全
育
成
運
動
を
推
進
す
る
。

５
　
広
報

・
啓
発
活
動
を

一
層
推
進
す
る
。

８

月

４

日

２８

日

４

日

２５

日

９

月

１９

日

１０

月

７

日

１４

日

い
じ
め
ス
ト
ッ
プ
強
調
月
間

い
じ
め
ス
ト
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

少
年
を
守
る
日
の
補
導

（補
導
環
境
部
会
）

神
幸
祭
補
導

少
年
を
守
る
日
の
補
導

（補
導
環
境
部
会
）

町
民
体
育
祭

ヽビ

3
月
10
日

2

月
12

日
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わ
た
し
の
街
、
再
発
見

ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
！
ク
ラ
リ
…

第
2
４
日
●

□

５
月
２７
日
、
第

１２
回
ふ
れ
あ
い
ウ
オ

ー
ク
ラ
リ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

健
全
育
成
部
会
の
行
事
と
し
て
毎
年

行
わ
れ
て
お
り
、
今
回
は

「皐
月
の
空

に
弥
生
の
音
を
訪
ね
て
」
を
テ
ー
マ
に

三
原
文
化
会
館
を
中
心
と
し
た
４
つ
の

コ
ー
ス
に
４３
チ
ー
ム
ー
７
６
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
は
苅
田
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
協
会
が
作
成
し
た
コ
マ
図
を

手
掛
か
り
に
近
在
の
遺
跡
や
神
社
等
を

グ
ル
ー
プ

で
訪
ね
歩
く
と

い
う
も

の

で
、

コ
ー
ス
途
中
の
公
園
で
育
成
会
ジ

ュ
ニ
ア
の
皆
さ
ん
と
ゲ
ー
ム
を
し
た
り

難
問
、
奇
間
に
挑
戦
し
な
が
ら
タ
イ
ム

得
点
を
加
え
た
総
合
点
を
競
う
も
の
で

す
。ゴ

ー
ル
後
は
主
催
者
か
ら
完
歩
証
と

ジ

ュ
ー
ス
類
が
渡
さ
れ
、
参
加
者
は
汗

を
浮
か
べ
な
が
ら
も
、
雨
上
が
り
の
半

日
を
楽
し
ん
だ
様
子
で
し
た
。

今
年
も

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
得
て
、
通
行
上
危
険
と

思
わ
れ
る
箇
所

に
健
全
育
成
部
会

の

方
々
と
立

っ
て
い
た
だ
き
、
無
事
に
大

会
を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

４
ｋｍ
コ
ー
ス

一
位
　
中
尾
　
美
雪
チ
ー
ム

ニ
位
　
栗
山
　
律
子
チ
ー
ム

三
位
　
本
川
ひ
と
み
チ
ー
ム

７
ｋｍ
コ
ー
ス

一
位
　
宇
都
宮
　
司
チ
ー
ム

ニ
位
　
吉
田
　
　
弘
チ
ー
ム

三
位
　
楠
　
　
博
明
チ
ー
ム
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作つて遊ぶ工作教室
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３
月

１８
日
尾
倉

の
総
合
福
社
会
館
で

「
つ
く

っ
て
遊
ぶ
工
作
教
室
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
白
川
校
区
老
人
ク
ラ
ブ
皆
さ
ん
の
指

導
で
竹
と
ん
ぼ
や
水
鉄
砲
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
協

議
会
の
皆
さ
ん
の
指
導

で
人
形
作
り
を
楽
し
み

ま
し
た
。

町
内
の
親
子
連
れ
な
ど
七
十
二
名
が
参
加
し
、

午
前
中
は
工
作
、
午
後

の
遊
技
で
は
、
お
年
寄

り
か
ら
昔
な
が
ら

の
遊
び
方
を
伝
授
さ
れ
大
喜

び
で
し
た
。

今
年
度

の
健
全
育
成
部
会
主
催

の
工
作
教
室

は
十

一
月
の

「
子
ど
も
ま

つ
り
」

（主
催

¨
育
成

会
連
合
会
）

の
中
で
同
時
開
催
さ
れ
る
予
定
で

す
。

ζ

′

ふ
れ
あ

い
ギ

ャ
ラ
リ
ー

健
全
育
成
ポ
ス
タ
ー
銀
賞

原
田
　
京
子
さ
ん
の
作
品

平
成
１２
年
度
青
少
年
健
全
育
成

ポ
ス
タ
ー
入
賞
者

（苅
田
町
）

原
田
　
京
子

大
峰
　
良
子

原
　
　
葉
月

野
口
詩
保
里

守
田
　
杏
奈

門
冨
　
早
恵

竹
井
　
奈
美

梶
原
　
友
希

４
月
１
日
に
福
岡
県
子
ど
も
会
連
合
会
に
よ

る
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
入
賞
者
に
は
賞
状
と
副

賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
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町民会議 7月 の行事案内
（家

庭

部

会
）

今
年
は
、
小
学
校
に
読

み
聞

か
せ
を
広

め

る
会

「
マ
ザ
ー
グ
ー
ス
」

（代
表

濱
田
順
子
）
の
皆
さ
ん
が

担
当

し

て
く
だ

さ

い
ま

す
。各
お
は
な
し
会
の
名
称

与
原
小

「
ス
イ
ミ
ー
」

苅
田
小

「
ゆ
め
た
い
む
」

南
原
小

「
ポ
エ
ポ

エ
」

馬
場
小

「
お
お
き
な

ポ
ケ
ッ
ト
」

時
間
明
記
の
な

い
園
は

１０
時

３０
分
～
Ｈ
時
の
予
定

で
す
。

日
　
　
程

７
月
２
日
０
　
第
１
ひ
ま
わ
り
保
育
園

５
日
Ｑ
　
苅
田
第
１
幼
稚
園

９
時
４５
分
～
１０
時
１５
分

５
日
●
　
第
２
ひ
ま
わ
り
保
育
園

Ｈ
時
～
Ｈ
時
３０
分

与
原
保
育
園

み
ど
り
幼
稚
園

若
久
保
育
所

苅
田
幼
稚
園

す
み
れ

（尾
倉
）

す
み
れ

（南
原
）

白
川
保
育
園

善
立
寺
保
育
園

わ
ん
ぱ
く
園

聖
母
保
育
乳
児
セ
ン
タ
ー

青

い
鳥
保
育
園

ス
イ

ミ
ー

ゆ
め
た

い
む

ゆ
め
た

い
む

ス
イ

ミ
ー

ス
イ

ミ
ー

ゆ
め
た

い
む

各
小
学
校
か
ら
の
希
望
者

ポ
エ
ポ

エ

大
き
な
ポ
ケ
ッ
ト

大
き
な
ポ
ケ
ッ
ト

大
き
な
ポ
ケ
ッ
ト

ゆ
め
た
い
む

ポ
エ
ポ

エ

ポ
エ
ポ

エ

24 19 18 16 13 10 10 9  9  6  5
日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日
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有害図書 0図画への要望書提出

(補 導 環 境 部 会 )

日 日寺 平成13年 7月 21日 0

午後15時～

会員の皆さんが町内の書店やビデオ店を訪問し、

有害書画追放の要望書を手渡します。
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日 時

場 所

テーマ

(総 務 部 会 )
平成13年 7月 22日 (日 )

14時～

三原文化会館 大ホール
「青少年アンビシャス運動が目指すもの」
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福岡県京築福祉事務所
家庭児童相談員

福岡県アンビシャス運動
北九州部会推進委員会

7月 は青少年を非行から守る強調月間です
この機会に自分 0地域の子どもを見直しましょう
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◎
オ
ア
シ
ス

（あ
い
さ
つ
）

・

家
庭
の
日
運
動
作
品
募
集

（家
庭
部
会
）

青
商
会
か
ら
Ｐ
Ｔ
Ａ
へ

６
月
２７
日
、
町
民
会
議
の
補
導
環
境

部
会
に
所
属
す
る
苅
田
青
商
会
が
結
成

２５
周
年
を
記
念
し
て
家
庭
部
会
所
属
の

小
中
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
補
導
用
提
灯

１６

個
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

町
内
で
日
頃
の
健
全
育
成
活
動
の

一

助
に
し
て
ほ
し
い
と
の
趣
旨
に
よ
る
も

の
で
す
。

青
商
会
は
町
内
の
事
業
主
が
集
ま

っ

た
会
で
現
在
会
員
は
２１
名
。

′

秋
に
は
モ
手
つ
き
だ

今
年
も
田
植
え
体
験

内
　
容
　
作
文
、
標
語
、
ポ
ス
タ
ー
、

書
道
、
実
践
記
録

（小

・
中

・
高
校
生
）

作
　
文
　
４
０
０
字
づ
め
、
タ
テ
書
き
、

小
は
２
、
中

。
高
は
３
枚
程
度

標

語

一
人

一
句

ポ
ス
タ
ー
　
大
き
さ
は
４
つ
切
り

書
　
道
　
小
１

・
２
年
　
つ
き

３

・
４
年
　
父
母

５

・
６
年
　
親
切

中
学
生
　
友
情
協
力

高
校
生
　
家
庭
円
満

全
て
か
い
書
で

課
．　
象
　
町
内
小

・
中
学
生

一　
題
　
友
だ
ち
づ
き
あ
い
、
非
行
の

低
年
令
化
、
い
じ
め
を
な
く
す
、
心

の
ふ
れ
あ
い
、
遊
び
の
見
直
し
、
心

と
体
を
き
た
え
る
、
万
引
き
を
な
く

す
、
良
い
習
慣
づ
く
り
、
耐
え
る
力

を
育
て
る
、
読
書
の
習
慣
を
つ
け
る
、

健
康
づ
く
り

（毎
日
の
食
事
）
、
子

ど
も
会
活
動
な
ど
。

一　
日叩
　
大
き
さ
Ｂ
３
（
５４

ｃｍ
×
３８

ｃｍ
）

一　
一思
　
一
人

一
点
、
小
１
～
３
年
生

は
絵
だ
け
で
も
よ
い
。
４
年
生
以
上

は
簡
単
な
こ
と
ば

（標
語
ら
し
い
も

の
）
を
入
れ
て
描
く
。

切
　
９
月
１４
日
０
、各
学
校
へ
提
出
。

注 作メ

半
紙
タ
テ
書
き
、
毛
筆

作
品
の
表
に
、
題
材

・
学
年

・
氏
名

を
書
く
。

実
践
記
録
　
学
年
、
学
級
、
子
ど
も
会
、

地
域
、
家
庭
な
ど
で
の
実
践
記
録

４
０
０
字
づ
め
４
枚
程
度

メ
　
切
　
１３
年
９
月
５
日
ω

提
　
出

各
学
校
又
は
町
民
会
議
事
務

局

（三
原
文
化
会
館
内
）

そ
の
他
　
全
作
品
は
県
民
会
議

へ
提
出

の
た
め
返
却
な
し
。
標
語
の

一
部
は

立
看
板
用
に
使
用
予
定
。

健
全
育
成
ポ
ス
タ
ー
銀
賞

大
峰
　
良
子
さ
ん
の
作
品

６
月
９
日
、
苅
田
町
育
成
会
連
合
会

の
子
ど
も
た
ち
二
十
数
名
と
保
護
者
が

田
植
え
の
体
験
学
習
を
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
町
民
会
議
総
務
部
会
所
属

の
苅
田
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
と
、
健
全

育
成
部
会
所
属
の
町
育
成
会
連
合
会
が

昨
年
に
引
き
続
き
丸
谷
寿
代
さ
ん
所
有

の
水
田
を
お
借
り
し
て
行

っ
た
も
の
で

す
。田

植
え
は
初
め
て
と
い
う
子
ど
も
が

ほ
と
ん
ど
で
最
初
は
恐
る
恐
る
水
田
に

足
を
沈
め
て
い
ま
し
た
が
、
も
ち
米
の

苗
を
手
に
足
腰
が
痛
く
な
る
の
を
我
慢

し
な
が
ら
真
剣
な
表
情
で
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
ｃ

秋
に
は
き

っ
と
豊
か
な
実
を
む
す
ぶ

こ
と
で
し
ょ
う
。

収
穫
さ
れ
た
も
ち
米
は
Ｈ
月
に
予
定

さ
れ
て
い
る

「
子
ど
も
会
ま

つ
り
」
の

チ
ャ
リ
テ
ィ
も
ち

つ
き
大
会
で
使
用
さ

れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

田
植
え
に
参
加
し
た
平
田
け
い
子
さ

ん
の
談
話

は
じ
め
は
、
ぬ
る
ぬ
る
し
て
気
持
ち

悪

い
と
思

っ
た
け
ど
、
入

っ
て
み
る
と

冷
た
く
て
気
持
ち
良
か

つ
た
。

倒
れ
そ
う
に
な

っ
て
手
を

つ
い
た
ら

腕
ま
で
は
ま
り
、
ど
ろ
ど
ろ
に
な
り
ま

し
た
。

田
植
え
の
名
人
か
ら

「女
子
は
う
ま

い
ね
」
と

い
わ
れ
て
と
て
も
う
れ
し
か

っ
た
で
す
。

◎
健
全
育
成
ポ
ス
タ
ー
募
集

（健
全
育
成
部
会
）
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今
月
号
の
ふ
れ
あ
い
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
は
中
学
校
の
ク
ラ
ブ
活
動
を
紹
介
す
る
予

定
で
し
た
が
、
諸
般
の
事
情
に
よ
り
休
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（町
民
会
議
事
務
局
）
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青少年フンビシヤス運動

ヽ

◆「青少年アンビシャス運動」とは

アンビシャスな青少年を育成するため、県民全体で実行可能な具体的提言を検討し、実施する新たな県民運

動を興そうというものであり、平成 12年から福岡県が取り組んでいるものです。

◆アンビシャスな青少年=「豊かな心 0幅広い視野・それぞれの志を持つたくましい青少年」とは?

●自らに誇りを持ち、他人を思いやり、自然や美しいものに感動する心、

●自分との関係について、しつかりとした考えや国際的な視野を持つて、

●自分の目標を見つけ、それに挑戦し努力する、青少年です。

◆なぜ、この運動をするの?

12の提案を受けて、

県民みんなで参加す

る運動がはじまった

そうよ。

そこで、私たちは何ができるのか、何をすべきかを県民の方々から意見をいただき、そして青少年アンビシ
ャス運動100人委員会等で話し合いました。
平成13年2月 6日、「青少年アンビシャス運動100人委員会 (江崎玲於奈会長)」 から福岡県知事に中間
報告が提出され、つぎの12の提案がなされました。

す
こ
や
か
　
＆
■

最
近

「青
少
年
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
運
動
」
と
い
う
言
葉
を

よ
く
聞
き
ま
す
が
運
動
の
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

・

ヽ

●まず、大人が意識を変えよう
●「うち」の家庭教育をそれぞれつくろう
●乳幼児期から「社会力」をつけよう

●読書をしよう
●地域ぐるみで子どもを育てよう
公民館や空き教室を活用して、子どもたちが放課後や休日に、
友達と遊んだり、気軽に集まれる場所を地域に作ろう

●フロンティアに挑んだ先人たちに学ぼう

●自然体験をしよう

●外国の青少年と切磋琢磨しよう

●自らを鍛え、得意技を持とう

●社会体験やボランティア活動をしよう

●学校はアンビシャス運動の軸になろう

社会で活躍する企業人、保護者、地域の人びとを学校に招

き、子どもたちに「生きた手本」に触れさせよう

●企業も大学も意識を変えよう

詳しくは、福岡県のホームページ http://www.pref.fukuoka.jp/ をこ覧下さい。

２１
世
紀
を
担
う
子
ど
も
達
が
明
る

く
の
び
の
び
と
自
分
の
行
動
に
責
任

の
も
て
る
子
に
育

つ
て
く
れ
る
様
に

願
う

の
は
、
親
だ
け
で
な
く
社
会
全

体
の
願

い
で
も
あ
り
ま
す
。
町
民
会

議
で
は
５
つ
の
部
会
を
作
り
連
携
し

な
が
ら
努
力
し
て
い
ま
す
。
「す
こ
や

か
」
で
は
行
事

の
紹
介
、
子
ど
も
達

の
健
全
育
成
に
関
す
る
こ
と
な
ど
分

か
り
や
す
く
お
伝
え
で
き
れ
ば
と
思

っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
（田
畑
　
　
隆
）

新
し
い
世
紀
の
初
め
て
の
編
集
に
委

員

一
同
は
、
よ
り
読
み
易
く
、
親
し
み

易
い

「す
こ
や
か
」
に
し
た
い
と
努
力

致
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
そ
の
名
の
よ
う
に
青
少
年

の
す
こ
や
か
な
心
身
の
育
成
に
少
し
で

も
お
役
に
立
つ
事
が
出
来
た
ら
と
願

っ

て
い
ま
す
。
　
　
　
　
（浜
田
い
さ
子
）

6

不登校の子ども達が増えた

り、学級崩壊のような信じ

られないようなことがおき

ているし、うちの子どもも

心配だわ。

いじめ、校内暴力、薬物乱

用、ナイフ事件など子ども

達の非行や犯罪が増えてい

るなあ。その内容凶悪化、

低年齢化が心配だ。どうし

たらいいんだろう。

子どもたちが社会のきまりやマナーを大切にし

なくなつたし、他人を思いやる心がなくなつて

きた気がするな。

テレビやゲームの残酷なシーンや性描写が悪い

影響を与えてるんじゃないかな。

近所の子ども達の名前

もわからないわ。地域

みんなで子どもたちを

育てないとね。

′にヽ
t

子どもはみんないつしょじゃないんだし、それ

ぞれいいところはほめて伸ばしていかないとた

くましい子は育たないんじゃないかな。

平
成
１３
年
度
編
集
委
員

委
員
長
　
千
原
　
　
勲

（総
務
）

委
　
員
　
森
　
　
勝
男

浜
田
い
さ
子

田
畑
　
　
隆

山
本
　
節
子

田
畑
　
弘
志

林
崎
　
正
弥

補
導
環
境
）

家
庭
）

健
全
青
成
）

事
務
局
）

ク

）

編

集

後

記

編
集

。
発
行

苅
田
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議

す
こ
や
か
編
集
委
員
会

８
０
９
３

・
４
３
４
・
１
１
１
１

（内
線
３
９
０
）
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